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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、ある時間期間のためにタイマーを
開始することと、
　受信ワイヤレス信号に関連する信号品質メトリックをモニタすることと、
　前記信号品質メトリックが前記時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたと決定する
ことと、
　前記決定に応答して信号処理機能のサブセットを非アクティブ化することと
を備える、信号処理のための方法。
【請求項２】
　前記モバイルデバイスが接続モードに遷移したとき、前記時間期間のためのタイマーを
一時停止することをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記しきい値品質レベルは、
　モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルと、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１のしきい値品質レベルより
も高品質の第２のしきい値品質レベルと
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記時間期間は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の時間期間と、
前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の時間期間よりも長い第２の
時間期間とを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記しきい値品質レベルおよび前記時間期間は、
　モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルおよび第１
の時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１のしきい値品質レベルおよ
び前記第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記信号品質メトリックが再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質
レベルを下回ったときを決定することと、前記決定に応答して信号処理機能の前記サブセ
ットを再アクティブ化することと
をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記しきい値品質レベルと前記再アクティブ化しきい値品質レベルとが異なるレベルを
備える、
請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記再アクティブ化しきい値品質レベルおよび前記再アクティブ化時間期間は、
　モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の再アクティブ化しきい値品質レ
ベルおよび第１の再アクティブ化時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の再アクティブ化しきい値
品質レベルおよび前記第１の再アクティブ化時間期間とは異なる、第２の再アクティブ化
しきい値品質レベルおよび第２の再アクティブ化時間期間と
を備える、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　信号処理の前記サブセットは、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップ
ラーシフト補正、周波数誤差補正、または位相誤差補正を備える信号処理機能を含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記しきい値品質レベルおよび前記時間期間は、
　第１のタイプの信号処理機能のための第１のしきい値品質レベルおよび第１の時間期間
と、
　第２のタイプの信号処理機能のための、前記第１のしきい値品質レベルおよび前記第１
の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記決定に応答して信号ロックの要件を低減することをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記決定に応答して信号処理機能のアクティブ化を遅延させることをさらに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記信号品質メトリックは、平均信号品質メトリックを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、ある時間期間のためにタイマーを
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開始するための手段と、
　受信ワイヤレス信号に関連する信号品質メトリックをモニタするための手段と、
　前記信号品質メトリックが、前記時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたと決定す
るための手段と、
　前記決定に応答して信号処理機能のサブセットを非アクティブ化するための手段と
を備える、信号処理のためのデバイス。
【請求項１５】
　前記信号品質メトリックが再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質
レベルを下回ったときを決定するための手段と、前記決定に応答して信号処理機能の前記
サブセットを再アクティブ化するための手段とをさらに備える、
請求項１４に記載のデバイス。
【請求項１６】
　ワイヤレス信号を受信するように構成された受信機モジュールと、
　前記受信されたワイヤレス信号の信号品質メトリックを測定するように構成された測定
モジュールと、
　前記測定モジュールに通信可能に結合された非アクティブ化モジュールと
　を備え、前記非アクティブ化モジュールは、
　　前記モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、ある時間期間のために第１
のタイマーを開始することと、
　　前記測定された信号品質をモニタすることと、
　　前記信号品質メトリックが前記時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたときを決
定することと、
　　前記決定に応答してベースバンド信号処理機能のサブセットを非アクティブ化するこ
とと
を行うように構成される、信号処理のためのモバイルデバイス。
【請求項１７】
　前記モバイルデバイスは、接続モードまたはアイドルモードで前記非アクティブ化モジ
ュールを実行する、
請求項１６に記載のモバイルデバイス。
【請求項１８】
　前記しきい値品質レベルは、前記モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１
のしきい値品質レベルと、前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の
しきい値品質レベルよりも高品質の第２のしきい値品質レベルとを備える、
請求項１６に記載のモバイルデバイス。
【請求項１９】
　前記時間期間は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の時間期間と、
前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の時間期間よりも長い第２の
時間期間とを備える、
請求項１６に記載のモバイルデバイス。
【請求項２０】
　前記測定モジュールに通信可能に結合された再アクティブ化モジュールをさらに備え、
　前記再アクティブ化モジュールは、
　前記信号品質メトリックが再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質
レベルを下回ったと決定することと、
　前記決定に応答して信号処理機能の前記サブセットを再アクティブ化することと
を行うように構成される、請求項１６に記載のモバイルデバイス。
【請求項２１】
　前記しきい値品質レベルと前記再アクティブ化しきい値品質レベルとが異なるレベルを
備える、請求項２０に記載のモバイルデバイス。
【請求項２２】
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　前記再アクティブ化しきい値品質レベルおよび前記再アクティブ化時間期間は、
　前記モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の再アクティブ化しきい値品
質レベルおよび第１の再アクティブ化時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の再アクティブ化しきい値
品質レベルおよび前記第１の再アクティブ化時間期間とは品質レベルまたは時間が異なる
、第２の再アクティブ化しきい値品質レベルおよび第２の再アクティブ化時間期間と
を備える、請求項２０に記載のモバイルデバイス。
【請求項２３】
　信号処理の前記サブセットは、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップ
ラーシフト補正、周波数誤差補正、位相誤差補正、またはそれらの任意の組合せを備える
信号処理機能を含む、
請求項１６に記載のモバイルデバイス。
【請求項２４】
　信号ロックの要件は、前記決定に応答して低減される、
請求項１６に記載のモバイルデバイス。
【請求項２５】
　信号処理機能のアクティブ化は、前記決定に応答して遅延される、
請求項１６に記載のモバイルデバイス。
【請求項２６】
　モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、ある時間期間のためにタイマーを
開始することをコンピュータに行わせるためのコードと、
　ワイヤレス信号に関連する信号品質メトリックをモニタすることをコンピュータに行わ
せるためのコードと、
　前記信号品質メトリックが前記時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたと決定する
ことをコンピュータに行わせるためのコードと、
　前記決定に応答して信号処理機能のサブセットを非アクティブ化することをコンピュー
タに行わせるためのコードと
を備えるコンピュータプログラム。
【請求項２７】
　前記モバイルデバイスは、アイドルモードまたは接続モードで前記コードを実行する、
請求項２６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２８】
　前記しきい値品質レベルは、
　前記モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルおよび
第１の時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１のしきい値品質レベルおよ
び前記第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、請求項２６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２９】
　前記時間期間は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の時間期間と、
前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の時間期間よりも長い第２の
時間期間とを備える、
請求項２６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３０】
　前記信号品質メトリックが再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質
レベルを下回ったと決定することをコンピュータに行わせるためのコードと、
　前記決定に応答して信号処理機能の前記サブセットを再アクティブ化することをコンピ
ュータに行わせるためのコードと
をさらに備える、請求項２６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３１】
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　前記しきい値品質レベルと前記再アクティブ化しきい値品質レベルとが異なるレベルを
備える、
請求項３０に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３２】
　信号処理の前記サブセットは、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップ
ラーシフト補正、周波数誤差補正、または位相誤差補正を備える信号処理機能を含む、
請求項２６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３３】
　前記しきい値品質レベルおよび前記時間期間は、
　第１のタイプの信号処理機能のための第１のしきい値品質レベルおよび第１の時間期間
と、
　第２のタイプの信号処理機能のための、前記第１のしきい値品質レベルおよび前記第１
の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、請求項２６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３４】
　前記決定に応答して信号ロックの要件を低減することをコンピュータに行わせるための
コード、または
　前記決定に応答して信号処理機能のアクティブ化を遅延させることをコンピュータに行
わせるためのコード
をさらに備える、請求項２６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項３５】
　受信ワイヤレス信号に関連する信号品質メトリックをモニタすることと、
　前記信号品質メトリックがある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたと決定する
ことと、ここにおいて、前記時間期間は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるとき
の第１の時間期間と、前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の時間
期間よりも長い第２の時間期間とを備える、
　前記決定に応答して信号処理機能のサブセットを非アクティブ化することと
を備える、信号処理のための方法。
【請求項３６】
　モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、前記時間期間のためにタイマーを
開始することをさらに備える、
請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　前記モバイルデバイスが接続モードに遷移したとき、前記時間期間のためのタイマーを
一時停止することをさらに備える、
請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記しきい値品質レベルは、
　モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルと、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１のしきい値品質レベルより
も高品質の第２のしきい値品質レベルと
を備える、請求項３５に記載の方法。
【請求項３９】
　前記しきい値品質レベルおよび前記時間期間は、
　モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルおよび第１
の時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１のしきい値品質レベルおよ
び前記第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、請求項３５に記載の方法。
【請求項４０】
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　前記信号品質メトリックが再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質
レベルを下回ったときを決定することと、前記決定に応答して信号処理機能の前記サブセ
ットを再アクティブ化することと
をさらに備える、請求項３５に記載の方法。
【請求項４１】
　前記しきい値品質レベルと前記再アクティブ化しきい値品質レベルとは、異なるレベル
を備える、
請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記再アクティブ化しきい値品質レベルおよび前記再アクティブ化時間期間は、
　モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の再アクティブ化しきい値品質レ
ベルおよび第１の再アクティブ化時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の再アクティブ化しきい値
品質レベルおよび前記第１の再アクティブ化時間期間とは異なる、第２の再アクティブ化
しきい値品質レベルおよび第２の再アクティブ化時間期間と
を備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項４３】
　信号処理の前記サブセットは、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップ
ラーシフト補正、周波数誤差補正、または位相誤差補正を備える信号処理機能を含む、
請求項３５に記載の方法。
【請求項４４】
　前記しきい値品質レベルおよび前記時間期間は、
　第１のタイプの信号処理機能のための第１のしきい値品質レベルおよび第１の時間期間
と、
　第２のタイプの信号処理機能のための、前記第１のしきい値品質レベルおよび前記第１
の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、請求項３５に記載の方法。
【請求項４５】
　前記決定に応答して信号ロックの要件を低減することをさらに備える、
請求項３５に記載の方法。
【請求項４６】
　前記決定に応答して信号処理機能のアクティブ化を遅延させることをさらに備える、
請求項３５に記載の方法。
【請求項４７】
　前記信号品質メトリックは、平均信号品質メトリックを備える、
請求項３５に記載の方法。
【請求項４８】
　ワイヤレス信号を受信するように構成された受信機モジュールと、
　前記受信されたワイヤレス信号の信号品質メトリックを測定するように構成された測定
モジュールと、
　前記測定モジュールに通信可能に結合された非アクティブ化モジュールと
　を備え、前記非アクティブ化モジュールは、
　　前記測定された信号品質をモニタすることと、
　　前記信号品質メトリックがある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたときを決
定することと、ここにおいて、前記時間期間は、モバイルデバイスがアイドルモードにあ
るときの第１の時間期間と、前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１
の時間期間よりも長い第２の時間期間とを備える、
　　前記決定に応答してベースバンド信号処理機能のサブセットを非アクティブ化するこ
とと
を行うように構成される、信号処理のためのモバイルデバイス。
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【請求項４９】
　前記非アクティブ化モジュールは、
　前記モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、前記時間期間のために第１の
タイマーを開始する
ようにさらに構成される、請求項４８に記載のモバイルデバイス。
【請求項５０】
　前記モバイルデバイスは、接続モードまたはアイドルモードで前記非アクティブ化モジ
ュールを実行する、
請求項４８に記載のモバイルデバイス。
【請求項５１】
　前記しきい値品質レベルは、前記モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１
のしきい値品質レベルと、前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の
しきい値品質レベルよりも高品質の第２のしきい値品質レベルとを備える、
請求項４８に記載のモバイルデバイス。
【請求項５２】
　前記信号品質メトリックが再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質
レベルを下回ったと決定することと、
　前記決定に応答して信号処理機能の前記サブセットを再アクティブ化することと
　を行うように構成され、前記測定モジュールに通信可能に結合される再アクティブ化モ
ジュールをさらに備える、
請求項４８に記載のモバイルデバイス。
【請求項５３】
　前記しきい値品質レベルと前記再アクティブ化しきい値品質レベルとが異なるレベルを
備える、
請求項５２に記載のモバイルデバイス。
【請求項５４】
　前記再アクティブ化しきい値品質レベルおよび前記再アクティブ化時間期間は、
　前記モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の再アクティブ化しきい値品
質レベルおよび第１の再アクティブ化時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の再アクティブ化しきい値
品質レベルおよび前記第１の再アクティブ化時間期間とは品質レベルまたは時間が異なる
、第２の再アクティブ化しきい値品質レベルおよび第２の再アクティブ化時間期間と
を備える、請求項５２に記載のモバイルデバイス。
【請求項５５】
　信号処理の前記サブセットは、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップ
ラーシフト補正、周波数誤差補正、位相誤差補正、またはそれらの任意の組合せを備える
信号処理機能を含む、
請求項４８に記載のモバイルデバイス。
【請求項５６】
　信号ロックの要件は、前記決定に応答して低減される、
請求項４８に記載のモバイルデバイス。
【請求項５７】
　信号処理機能のアクティブ化は、前記決定に応答して遅延される、
請求項４８に記載のモバイルデバイス。
【請求項５８】
　ワイヤレス信号に関連する信号品質メトリックをモニタすることをコンピュータに行わ
せるためのコードと、
　前記信号品質メトリックがある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたと決定する
ことをコンピュータに行わせるためのコードと、ここにおいて、前記時間期間は、モバイ
ルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の時間期間と、前記モバイルデバイスが接
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続モードにあるときの、前記第１の時間期間よりも長い第２の時間期間とを備える、
　前記決定に応答して信号処理機能のサブセットを非アクティブ化することをコンピュー
タに行わせるためのコードと
を備えるコンピュータプログラム。
【請求項５９】
　モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、前記時間期間のためにタイマーを
開始することをコンピュータに行わせるためのコードをさらに備える、
請求項５８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６０】
　前記モバイルデバイスは、アイドルモードまたは接続モードで前記コードを実行する、
請求項５８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６１】
　前記しきい値品質レベルは、
　前記モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルおよび
第１の時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１のしきい値品質レベルおよ
び前記第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、請求項５８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６２】
　前記信号品質メトリックが、再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品
質レベルを下回ったと決定することをコンピュータに行わせるためのコードと、
　前記決定に応答して信号処理機能の前記サブセットを再アクティブ化することをコンピ
ュータに行わせるためのコードと
をさらに備える、請求項５８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６３】
　前記しきい値品質レベルと前記再アクティブ化しきい値品質レベルとが異なるレベルを
備える、
請求項６２に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６４】
　信号処理の前記サブセットは、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップ
ラーシフト補正、周波数誤差補正、または位相誤差補正を備える信号処理機能を含む、
請求項５８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６５】
　前記しきい値品質レベルおよび前記時間期間は、
　第１のタイプの信号処理機能のための第１のしきい値品質レベルおよび第１の時間期間
と、
　第２のタイプの信号処理機能のための、前記第１のしきい値品質レベルおよび前記第１
の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、請求項５８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６６】
　前記決定に応答して信号ロックの要件を低減することをコンピュータに行わせるための
コード、または
　前記決定に応答して信号処理機能のアクティブ化を遅延させることをコンピュータに行
わせるためのコード
をさらに備える、請求項５８に記載のコンピュータプログラム。
【請求項６７】
　受信ワイヤレス信号に関連する信号品質メトリックをモニタすることと、
　前記信号品質メトリックがある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたと決定する
ことと、
　前記信号品質メトリックが前記時間期間の間に前記しきい値品質レベルを超えたという
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前記決定に応答して、信号処理機能のサブセットを非アクティブ化することと、
　前記信号品質メトリックが再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質
レベルを下回ったときを決定することと、
　前記信号品質メトリックが前記再アクティブ化時間期間の間に前記再アクティブ化しき
い値品質レベルを下回ったという前記決定に応答して、信号処理機能の前記サブセットを
再アクティブ化することと
を備える信号処理のための方法。
【請求項６８】
　モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、前記時間期間のためにタイマーを
開始することをさらに備える、
請求項６７に記載の方法。
【請求項６９】
　前記モバイルデバイスが接続モードに遷移したとき、前記時間期間のためのタイマーを
一時停止することをさらに備える、
請求項６８に記載の方法。
【請求項７０】
　前記しきい値品質レベルは、
　モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルと、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１のしきい値品質レベルより
も高品質の第２のしきい値品質レベルと
を備える、請求項６７に記載の方法。
【請求項７１】
　前記時間期間は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の時間期間と、
前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の時間期間よりも長い第２の
時間期間とを備える、
請求項６７に記載の方法。
【請求項７２】
　前記しきい値品質レベルおよび前記時間期間は、
　モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルおよび第１
の時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１のしきい値品質レベルおよ
び前記第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、請求項６７に記載の方法。
【請求項７３】
　前記しきい値品質レベルと前記再アクティブ化しきい値品質レベルとが異なるレベルを
備える、
請求項６７に記載の方法。
【請求項７４】
　前記再アクティブ化しきい値品質レベルおよび前記再アクティブ化時間期間は、
　モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の再アクティブ化しきい値品質レ
ベルおよび第１の再アクティブ化時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の再アクティブ化しきい値
品質レベルおよび前記第１の再アクティブ化時間期間とは異なる、第２の再アクティブ化
しきい値品質レベルおよび第２の再アクティブ化時間期間と
を備える、請求項６７に記載の方法。
【請求項７５】
　信号処理の前記サブセットは、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップ
ラーシフト補正、周波数誤差補正、または位相誤差補正を備える信号処理機能を含む、
請求項６７に記載の方法。
【請求項７６】
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　前記しきい値品質レベルおよび前記時間期間は、
　第１のタイプの信号処理機能のための第１のしきい値品質レベルおよび第１の時間期間
と、
　第２のタイプの信号処理機能のための、前記第１のしきい値品質レベルおよび前記第１
の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、請求項６７に記載の方法。
【請求項７７】
　前記決定に応答して信号ロックの要件を低減することをさらに備える、
請求項６７に記載の方法。
【請求項７８】
　前記決定に応答して信号処理機能のアクティブ化を遅延させることをさらに備える、
請求項６７に記載の方法。
【請求項７９】
　前記信号品質メトリックは、平均信号品質メトリックを備える、
請求項６７に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【関連技術】
【０００１】
　関連出願の相互参照および優先権主張　
　本出願は、以下に完全に記載されるかのように参照により本明細書に組み込まれる、２
０１０年８月３１日に出願された米国仮出願番号第６１／３７８，８８４号の優先権およ
び利益を主張する。本出願はまた、以下に完全に記載されるかのように参照により本明細
書に組み込まれる、２０１１年１月１９日に出願された米国非仮出願番号第１３／００９
，６４６号の優先権および利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本発明の実施形態は、一般に通信システムに関し、より詳細には、ワイヤレス通信デバ
イスにおける電力節約に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、いくつかのモバイルデバイスのための通信を行い得る。モ
バイルデバイスは、アップリンクおよびダウンリンク上での送信を介して１つまたは複数
の基地局と通信し得る。アップリンク（または逆方向リンク）は、モバイルデバイスから
基地局への通信リンクを指し、ダウンリンク（または順方向リンク）は、基地局からデバ
イスへの通信リンクを指す。
【０００４】
　ワイヤレス通信システムのリソース（たとえば、帯域幅および送信電力）は複数の加入
者局の間で共有され得る。符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）
、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）、シングル
キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などを含む、様々な多元接続技法が知ら
れている。
【０００５】
　モバイルデバイスは、通信技術が進歩するにつれて進化しており、多くの場合、新しい
改善された機能（たとえば、ストリーミングまたは対話型マルチメディアアプリケーショ
ン）を提供する。しかしながら、この機能の反面、デバイスにおける電力消費率が高くな
り得る。
【０００６】
　ワイヤレス通信デバイスにおいて最良のパフォーマンスを達成するために、限定はしな
いが、シングルアンテナ干渉消去（ＳＡＩＣ：single-antenna interference cancelatio
n）など、高度な受信機アルゴリズムが存在する。これらは、しばしば、デバイスがアイ
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ドルモードにあるときでも、受信信号を処理し、復号している間に展開される。これらの
高度なアルゴリズムはデバイスに対してさらなる処理要件を追加し、それがさらなる電力
消費につながり、（待機、通話、およびデータ転送などの）使用時間に影響を及ぼし得る
。したがって、ワイヤレス通信デバイスにおける電力節約が必要である。
【発明の概要】
【０００７】
　ワイヤレス通信デバイスにおける電力節約技法の実装のためのシステム、方法、および
デバイスについて説明する。受信ワイヤレス信号の信号品質メトリックをモニタし得る。
信号品質メトリックが、ある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたときの決定を行
う。決定に応答して、高度信号処理機能のサブセットを非アクティブ化し得る。ワイヤレ
ス通信デバイスがアイドルモードにあるか接続モードにあるかに応じて異なるしきい値が
存在し得る。また、様々な信号処理アルゴリズムのための異なるしきい値が存在し得る。
受信ワイヤレス信号品質が劣化した（たとえば、第２のしきい値を下回った）とき、信号
処理機能を再アクティブ化し得る。
【０００８】
　信号処理のための方法の一例は、受信ワイヤレス信号に関連する信号品質メトリックを
モニタすることと、信号品質メトリックが、ある時間期間の間にしきい値品質レベルを超
えたと決定することと、決定に応答して信号処理機能のサブセットを非アクティブ化する
こととを含み得る。本方法は、モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、時間
期間のためにタイマーを開始することと、モバイルデバイスが接続モードに遷移したとき
、時間期間のためのタイマーを一時停止することとを含み得る。しきい値品質レベルは、
モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルと、モバイル
デバイスが接続モードにあるときの、第１のしきい値品質レベルよりも高品質の第２のし
きい値品質レベルとを含み得る。
【０００９】
　時間期間は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の時間期間と、モバ
イルデバイスが接続モードにあるときの、第１の時間期間よりも長い第２の時間期間とを
含み得る。本方法の一例は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしき
い値品質レベルおよび第１の時間期間と、モバイルデバイスが接続モードにあるときの、
第１のしきい値品質レベルおよび第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベル
および第２の時間期間とを含み得る、しきい値品質レベルおよび時間期間を含み得る。本
方法の一例は、信号品質メトリックが、再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化し
きい値品質レベルを下回ったときを決定することと、決定に応答して信号処理機能のサブ
セットを再アクティブ化することとを含み得る。本方法は、異なるレベルであるしきい値
品質レベルと再アクティブ化しきい値品質レベルとを含み得る。
【００１０】
　本方法は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の再アクティブ化しき
い値品質レベルおよび第１の再アクティブ化時間期間と、モバイルデバイスが接続モード
にあるときの、第１の再アクティブ化しきい値品質レベルおよび第１の再アクティブ化時
間期間とは異なる、第２の再アクティブ化しきい値品質レベルおよび第２の再アクティブ
化時間期間とを備え得る、再アクティブ化しきい値品質レベルおよび再アクティブ化時間
期間を含み得る。
【００１１】
　信号処理のサブセットは、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップラー
シフト補正、周波数誤差補正、または位相誤差補正を備える信号処理機能を含み得る。本
方法の一例は、第１のタイプの信号処理機能のための第１のしきい値品質レベルおよび第
１の時間期間と、第２のタイプの信号処理機能のための、第１のしきい値品質レベルおよ
び第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間とを備え
る、しきい値品質レベルおよび時間期間を含み得る。決定に応答して信号ロックの要件が
低減され得、決定に応答して信号処理機能のアクティブ化が遅延され得る。本方法は、平
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均信号品質メトリックを備え得る信号品質メトリックを含み得る。
【００１２】
　信号処理のためのデバイスの一例は、受信ワイヤレス信号に関連する信号品質メトリッ
クをモニタするための手段と、信号品質メトリックが、ある時間期間の間にしきい値品質
レベルを超えたと決定するための手段と、決定に応答して信号処理機能のサブセットを非
アクティブ化するための手段とを含み得る。デバイスはさらに、モバイルデバイスがアイ
ドルモードに遷移したとき、時間期間のためにタイマーを開始するための手段を含み得る
。デバイスはさらに、信号品質メトリックが、再アクティブ化時間期間の間に再アクティ
ブ化しきい値品質レベルを下回ったときを決定するための手段と、決定に応答して信号処
理機能のサブセットを再アクティブ化するための手段とを含み得る。
【００１３】
　信号処理のためのモバイルデバイスの一例は、ワイヤレス信号を受信するように構成さ
れた受信機モジュールと、受信されたワイヤレス信号の信号品質メトリックを測定するよ
うに構成された測定モジュールと、測定モジュールに通信可能に結合された非アクティブ
化モジュールであって、測定された信号品質をモニタすることと、信号品質メトリックが
、ある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたときを決定することと、決定に応答し
てベースバンド信号処理機能のサブセットを非アクティブ化することとを行うように構成
された非アクティブ化モジュールとを含み得る。
【００１４】
　非アクティブ化モジュールは、モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、時
間期間のために第１のタイマーを開始し得る。非アクティブ化モジュールは、接続モード
またはアイドルモードで動作し得る。しきい値品質レベルは、モバイルデバイスがアイド
ルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルと、モバイルデバイスが接続モードにあ
るときの、第１のしきい値品質レベルよりも高品質の第２のしきい値品質レベルとを含み
得る。時間期間は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の時間期間と、
モバイルデバイスが接続モードにあるときの、第１の時間期間よりも長い第２の時間期間
とを含み得る。
【００１５】
　モバイルデバイスはまた、測定モジュールに通信可能に結合された再アクティブ化モジ
ュールであって、信号品質メトリックが、再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化
しきい値品質レベルを下回ったと決定することと、決定に応答して信号処理機能のサブセ
ットを再アクティブ化することとを行うように構成された再アクティブ化モジュールを含
み得る。しきい値品質レベルおよび再アクティブ化しきい値品質レベルは、異なるレベル
を備え得る。
【００１６】
　モバイルデバイスは、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の再アクテ
ィブ化しきい値品質レベルおよび第１の再アクティブ化時間期間と、モバイルデバイスが
接続モードにあるときの、第１の再アクティブ化しきい値品質レベルおよび第１の再アク
ティブ化時間期間とは品質レベルまたは時間が異なる、第２の再アクティブ化しきい値品
質レベルおよび第２の再アクティブ化時間期間とを含み得る、再アクティブ化しきい値品
質レベルおよび再アクティブ化時間期間を含み得る。信号処理のサブセットは、干渉消去
、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップラーシフト補正、周波数誤差補正、位相誤
差補正、またはそれらの任意の組合せを備える信号処理機能を含み得る。
【００１７】
　信号ロックの要件は、決定に応答して低減され得、信号処理機能のアクティブ化は、決
定に応答して遅延され得る。
【００１８】
　コンピュータプログラム製品の一例は、ワイヤレス信号に関連する信号品質メトリック
をモニタすることをコンピュータに行わせるためのコードと、信号品質メトリックが、あ
る時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたと決定することをコンピュータに行わせる
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ためのコードと、決定に応答して信号処理機能のサブセットを非アクティブ化することを
コンピュータに行わせるためのコードとを含み得るコンピュータ可読媒体を含み得る。
【００１９】
　コンピュータプログラム製品は、モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、
時間期間のためにタイマーを開始することをコンピュータに行わせるためのコードを含み
得る。コンピュータプログラム製品は、アイドルモードまたは接続モードでコードを実行
し得る。しきい値品質レベルは、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の
しきい値品質レベルおよび第１の時間期間と、モバイルデバイスが接続モードにあるとき
の、第１のしきい値品質レベルおよび第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レ
ベルおよび第２の時間期間とを備え得る。
【００２０】
　時間期間は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の時間期間と、モバ
イルデバイスが接続モードにあるときの、第１の時間期間よりも長い第２の時間期間とを
備え得る。信号品質メトリックが、再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい
値品質レベルを下回ったと決定することをコンピュータに行わせるためのコードと、決定
に応答して信号処理機能のサブセットを再アクティブ化することをコンピュータに行わせ
るためのコードとが存在し得る。しきい値品質レベルおよび再アクティブ化しきい値品質
レベルは、異なるレベルを備え得る。
【００２１】
　信号処理のサブセットは、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップラー
シフト補正、周波数誤差補正、または位相誤差補正を備える信号処理機能を含み得る。し
きい値品質レベルおよび時間期間は、第１のタイプの信号処理機能のための第１のしきい
値品質レベルおよび第１の時間期間と、第２のタイプの信号処理機能のための、第１のし
きい値品質レベルおよび第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第
２の時間期間とを備え得る。信号ロックの要件は、決定に応答して低減され得、信号処理
機能のアクティブ化は、決定に応答して遅延され得る。
【００２２】
　本発明の特定の例示的な実施形態の以下の説明を添付の図と併せて検討すれば、当業者
には、本発明の他の態様、特徴、および実施形態が明らかになろう。本発明の特徴が、以
下のいくつかの実施形態および図に関連して説明され得るが、本発明のすべての実施形態
は、本明細書で説明する有利な特徴のうちの１つまたは複数を含むことができる。言い換
えれば、１つまたは複数の実施形態が、いくつかの有利な特徴を有するものとして説明さ
れ得るが、そのような特徴のうちの１つまたは複数は、本明細書で説明する本発明の様々
な実施形態に従っても使用され得る。同様に、例示的な実施形態が、以下ではデバイス、
システム、または方法の実施形態として説明され得るが、そのような例示的な実施形態は
、様々なデバイス、システム、および方法で実装され得ることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照して実現され得る。添付
の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同じタ
イプの様々な構成要素は、それらの同様の構成要素同士を区別する第２のラベルをもつ参
照ラベルを見ることによって区別され得る。第１の参照ラベルのみが明細書において使用
される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ第１の参照ラベルを有す
る同様の構成要素のうちのいずれか１つに適用可能である。
【図１】本発明のいくつかの実施形態による、本明細書で開示する方法および装置が利用
され得るワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】本発明のいくつかの実施形態による、ワイヤレス通信システム中の送信機および
受信機のブロック図。
【図３】本発明のいくつかの実施形態による、受信機と受信機の復調器との設計のブロッ
ク図。
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【図４】本発明のいくつかの実施形態による、ＧＳＭ（登録商標）システムにおける例示
的なフレームおよびバーストフォーマットを示す図。
【図５】本発明のいくつかの実施形態による、ＧＳＭシステムにおける例示的なスペクト
ルを示す図。
【図６】本発明のいくつかの実施形態によるワイヤレス通信デバイスの一例を示す図。
【図７】本発明のいくつかの実施形態による、たとえば、ワイヤレス通信デバイスにおい
て実装され得る、送信機構造および／またはプロセスの一例を示す図。
【図８Ａ】本発明のいくつかの実施形態による、モバイルデバイスにおいて信号処理機能
を制御するためのシステムの一例を示す図。
【図８Ｂ】本発明のいくつかの実施形態による、モバイルデバイスにおいて信号処理機能
を制御するためのシステムの別の例を示す図。
【図９】本発明のいくつかの実施形態による、ワイヤレス通信デバイスにおける電力使用
を制限するためのコントローラ／プロセッサの一例を示す図。
【図１０】本発明のいくつかの実施形態による、ワイヤレス通信デバイスにおける電力使
用を制限するための方法の一例を示す図。
【図１１】本発明のいくつかの実施形態による、ワイヤレス通信デバイスにおける電力使
用を制御するための代替方法の一例を示す図。
【図１２Ａ】本発明のいくつかの実施形態による、モバイルデバイスにおける電力使用を
制御するための代替方法の一例を示す図。
【図１２Ｂ】本発明のいくつかの実施形態による、モバイルデバイスにおける接続モード
およびアイドルモードでの電力使用を制御するための代替方法の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下の説明は、一般にモバイルデバイスのための電力制御機能に関する。受信ワイヤレ
ス信号の信号品質メトリックをモニタし得る。信号品質メトリックが、ある時間期間の間
にしきい値品質レベルを超えたときの決定を行う。決定に応答して、高度信号処理アルゴ
リズムを非アクティブ化し得る。モバイルデバイスがアイドルモードにあるか接続モード
にあるかに応じて異なるしきい値が存在し得る。また、様々な信号処理アルゴリズムのた
めの異なるしきい値が存在し得る。
【００２５】
　この説明は、例を与えるものであり、本発明の範囲、適用性、または構成を限定するも
のではない。そうではなく、次の説明は、本発明の実施形態を実装することを可能にする
説明を当業者に与えるものである。様々な変更が要素の機能および構成に加えられ得る。
【００２６】
　したがって、様々な実施形態は、適宜に様々なプロシージャまたは構成要素を省略、置
換、または追加し得る。たとえば、本方法は、説明する順序とは異なる順序で実行され得
、様々なステップが追加、省略または組み合わせられ得ることを諒解されたい。また、い
くつかの実施形態に関して説明する態様および要素は、様々な他の実施形態において組み
合わせられ得る。また、以下のシステム、方法、デバイス、およびソフトウェアは、個別
にまたは集合的により大きいシステムの構成要素であり得、他のプロシージャが、それら
の適用よりも優先するかまたは他の方法でそれらの適用を修正し得ることを諒解されたい
。
【００２７】
　ワイヤレス通信デバイスにおける電力節約のためのシステム、方法、およびデバイスが
説明される。受信ワイヤレス信号の信号品質メトリックをモニタし得る。信号品質メトリ
ックが、ある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたときの決定を行う。決定に応答
して、高度信号処理アルゴリズムを非アクティブ化し得る。ワイヤレス通信デバイスがア
イドルモードにあるか接続モードにあるかに応じて異なるしきい値が存在し得る。また、
様々な信号処理アルゴリズムのための異なるしきい値が存在し得る。
【００２８】
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　ワイヤレス通信デバイスの使用が急速に増加し続けている。ＧＳＭ／ＥＤＧＥ無線アク
セスネットワーク（ＧＥＲＡＮ：GSM/EDGE Radio Access Network）仕様では、ＧＰＲＳ
およびＥＧＰＲＳがデータサービスを提供する。ＧＥＲＡＮの規格は３ＧＰＰ（Ｔｈｉｒ
ｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）によって維持さ
れている。ＧＥＲＡＮはＧＳＭの一部である。より詳細には、ＧＥＲＡＮは、基地局（Ａ
ｔｅｒおよびＡｂｉｓインターフェース）と基地局コントローラ（Ａインターフェースな
ど）とを結合するネットワークとともにＧＳＭ／ＥＤＧＥの無線部分である。ＧＥＲＡＮ
はＧＳＭネットワークのコアを表す。ＧＥＲＡＮは、ＰＳＴＮおよびインターネットとリ
モート端末との間で電話呼およびパケットデータをルーティングする。ＧＥＲＡＮはまた
、複合ＵＭＴＳ／ＧＳＭネットワークの一部である。
【００２９】
　アイドルモードにあるとき、ワイヤレス電話技術（たとえば、ＧＳＭ）を使用したワイ
ヤレス通信デバイスは、近隣セルの電力、すなわち、送信近隣基地局の信号強度を定期的
にモニタし得る。これは、典型的には、ワイヤレス通信デバイスがページングチャネルを
復号するために「起動（wake up）」するときに行われる。電力モニタは無線周波数（Ｒ
Ｆ）構成要素とベースバンド処理構成要素とのための余分の演算時間を必要とするので、
電力モニタはバッテリーから余分の電力を引き出し得る。電力モニタはまた、ページング
チャネル（ＰＣＨ：paging channel）ブロック当たりのモニタ量が高いとき、「アウェイ
ク時間」の伸長につながり得る。ワイヤレス通信デバイスの待機時間に直接影響を及ぼす
アイドルモード電流消費量は、設計および製造における重要な尺度である。
【００３０】
　図１に、本明細書で開示する態様が利用され得るワイヤレス通信システム１００の一例
を示す。ワイヤレス通信システム１００は、複数の基地局（ＢＳ）１０５と複数のワイヤ
レス通信デバイス１１５とを含む。各基地局１０５は、特定の地理的エリア１１０に通信
カバレージを与える。「セル」という用語は、この用語が使用されるコンテキストに応じ
て基地局１０５および／またはそのカバレージエリア１１０を指すことができる。
【００３１】
　本明細書で使用する「ワイヤレス通信デバイス」という用語は、ワイヤレス通信システ
ム（たとえば、図１のシステム１００）を介したボイスおよび／またはデータ通信のため
に使用され得る電子デバイスを指す。ワイヤレス通信デバイスの例には、セルラー電話、
携帯情報端末（ＰＤＡ）、ハンドヘルドデバイス、ワイヤレスモデム、ラップトップコン
ピュータ、パーソナルコンピュータなどがある。ワイヤレス通信デバイスは、代替的に、
アクセス端末、モバイル端末、移動局、リモート局、ユーザ端末、端末、加入者ユニット
、加入者局、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ユーザ機器（ＵＥ）、または何ら
かの他の同様の用語で呼ばれることがある。「基地局」という用語は、固定ロケーション
に設置され、加入者局と通信するために使用されるワイヤレス通信局を指す。基地局は、
代替的に、アクセスポイント、ノードＢ、発展型ノードＢ、または何らかの他の同様の用
語で呼ばれることがある。
【００３２】
　システム容量を改善するために、基地局カバレージエリア１１０は、複数のより小さい
エリア、たとえば、３つのより小さいエリア１１０ａ、１１０ｂ、および１１０ｃに区分
され得る。各より小さいエリア１１０ａ、１１０ｂ、１１０ｃは、それぞれの送受信基地
局（ＢＴＳ：base transceiver station）によってサービスされ得る。「セクタ」という
用語は、この用語が使用されるコンテキストに応じてＢＴＳおよび／またはそのカバレー
ジエリア１１０を指すことができる。セクタ化されたセルの場合、そのセルのすべてのセ
クタのＢＴＳは、一般に、そのセルの基地局１０５内に共設される。
【００３３】
　モバイルデバイス１１５は、一般に、システム１００全体にわたって分散される。モバ
イルデバイス１１５は、所与の瞬間において、ダウンリンク（ＤＬ）および／またはアッ
プリンク（ＵＬ）上のゼロ、１つ、または複数の基地局１０５と通信し得る。モバイルデ
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バイス１１５は、信号品質をモニタし、信号品質メトリックが、所与の時間期間の間にし
きい値品質レベルを超えたと決定し得る。決定に応答して、高度信号処理アルゴリズムを
非アクティブ化し得る。モバイルデバイスがアイドルモードにあるか接続モードにあるか
に応じて異なるしきい値が存在し得る。また、様々な信号処理機能のための異なるしきい
値が存在し得る。信号品質が劣化した場合、非アクティブ化された信号処理機能を再アク
ティブ化し得る。
【００３４】
　集中型アーキテクチャの場合、システムコントローラ１２０は、基地局１０５と通信し
、基地局１０５の調整および制御を行い得る。システムコントローラ１２０は、単一のネ
ットワークエンティティまたはネットワークエンティティの集合であり得る。分散型アー
キテクチャの場合、基地局１０５は、必要に応じて相互に通信し得る。
【００３５】
　図２に、ワイヤレス通信システム中の送信機１０５ａおよび受信機１１５ａのブロック
図を示す。ダウンリンクでは、送信機１０５ａは基地局の一部であり得、受信機１１５ａ
はワイヤレスデバイスの一部であり得る。アップリンクでは、送信機１０５ａはワイヤレ
スデバイスの一部であり得、受信機１１５ａは基地局の一部であり得る。
【００３６】
　送信機１０５ａにおいて、送信（ＴＸ）データプロセッサ２０５は、データを受信し、
処理（たとえば、フォーマット、符号化、およびインターリーブ）し、コード化データを
与える。変調器２１０は、コード化データの変調を実行し、変調された信号を提供する。
変調器２１０は、ＧＳＭではガウス最小偏移変調（ＧＭＳＫ：Gaussian minimum shift k
eying）を実行すること、広域展開用高速データレート（ＥＤＧＥ：Data rates for Glob
al Evolution）では８位相偏移変調（８ＰＳＫ：8-ary phase shift keying）を実行する
ことなどを行い得る。ＧＭＳＫは連続位相変調プロトコルであり、８ＰＳＫはデジタル変
調プロトコルである。送信機ユニット（ＴＭＴＲ）２１５は、被変調信号を調整（たとえ
ば、フィルタ処理、増幅、およびアップコンバート）し、ＲＦ被変調信号を生成し、その
ＲＦ被変調信号はアンテナ２２０ａを介して送信される。
【００３７】
　受信機１１５ａにおいて、アンテナ２２０ｂは、送信機２１５および他の送信機からＲ
Ｆ被変調信号を受信する。アンテナ２２０ｂは、受信されたＲＦ信号を受信機ユニット（
ＲＣＶＲ）２２５に供給する。受信機ユニット２２５は、受信されたＲＦ信号を調整（た
とえば、フィルタ処理、増幅、およびダウンコンバート）し、その調整された信号をデジ
タル化し、サンプルを与える。復調器２３０は、以下で説明するようにサンプルを処理し
、復調データを与える。受信（ＲＸ）データプロセッサ２３５は、復調データを処理（た
とえば、デインターリーブおよび復号）し、復号データを与える。概して、復調器２３０
およびＲＸデータプロセッサ２３５による処理は、それぞれ送信機１０５ａの変調器２１
０およびＴＸデータプロセッサ２０５による処理を補足するものである。
【００３８】
　コントローラ／プロセッサ２４０ａおよび２４０ｂは、それぞれ送信機１０５ａおよび
受信機１１５ａにおける動作を指示する。メモリ２４５ａおよび２４５ｂは、それぞれ送
信機１０５ａおよび受信機１１５ａによって使用される、コンピュータソフトウェアの形
態のプログラムコードおよびデータを記憶する。
【００３９】
　コントローラ／プロセッサ２４０ｂは、電力消費量を制限するためのいくつかの機能を
実行し得る。コントローラ／プロセッサ２４０ｂは、受信ワイヤレス信号の信号品質メト
リックをモニタし得る。信号品質メトリックは、測定信号対雑音比、推定信号対雑音比、
ビット誤り率、受信電力レベル、（たとえば、ＰＣＨブロック上で計算された）再符号化
ビット誤り率、または任意の他の通信リンク品質インジケータであり得る。コントローラ
／プロセッサ２４０ｂは、信号品質を測定または推定し得、あるいは他のデバイスによっ
て測定または推定された情報を処理し得る。コントローラ／プロセッサ２４０ｂは、信号
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品質メトリックが、ある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたときを決定し得る。
しきい値品質は、たとえば、ｄＢ単位で測定され得る。決定は、時間期間にわたる平均信
号品質に基づいて行われ得、または、信号品質が、時間期間のすべての間にしきい値を上
回ったままであるという要件が存在し得る。決定に応答して、信号処理機能のサブセット
を非アクティブ化し得る。
【００４０】
　ワイヤレス通信デバイスがアイドルモードまたは接続モードで動作しているとき、異な
るしきい値品質レベルおよび時間期間が存在し得る。たとえば、アイドルモードにあると
き、デバイスがアイドルモードに遷移したすぐ後にいくつかの高度ベースバンド信号処理
機能（たとえば、干渉消去、ドップラーシフト補正、周波数誤差補正、または位相誤差補
正）を非アクティブ化し得る。したがって、一例では、時間期間は、ワイヤレス通信デバ
イスがアイドルモードに遷移したときに開始され得る。
【００４１】
　したがって、ワイヤレス通信デバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品
質レベルおよび第１の時間期間と、ワイヤレス通信デバイスが接続モードにあるときの、
第１のしきい値品質レベルおよび第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベル
および第２の時間期間とが存在し得る。
【００４２】
　非アクティブ化プロセスはまた、変化する信号品質に応答して、動的であり得る。たと
えば、信号品質メトリックが、ある時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質レベルを
下回ったときの決定があり得、決定に応答して、信号処理機能の非アクティブ化されたサ
ブセットを再アクティブ化し得る。しきい値品質レベルおよび再アクティブ化しきい値品
質レベルは、異なるレベルで設定され得る。
【００４３】
　また、異なるタイプの高度信号処理に対して、異なるしきい値品質レベルおよび時間期
間が存在し得ることが注目に値する。たとえば、第１のタイプの信号処理機能（たとえば
、干渉消去）のための第１のしきい値品質レベルおよび第１の時間期間と、第２のタイプ
のベースバンド信号処理機能（ドップラーシフト補正）のための、第１のしきい値品質レ
ベルおよび第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間
とが存在し得る。
【００４４】
　図３に、受信機（たとえば、図２の受信機１１５ａ）にある受信機ユニット２２５ａと
、復調器２３０ａと、コントローラ／プロセッサ２４０ｃとの設計のブロック図を示す。
受信機ユニット２２５ａ内では、受信チェーン３０５が、受信ＲＦ信号を処理し、Ｉbbお
よびＱbbとして示されたＩベースバンド信号およびＱベースバンド信号を与える。受信チ
ェーン３０５は、低雑音増幅、アナログフィルタ処理、直交位相ダウンコンバージョンな
どを実行し得る。アナログデジタル変換器（ＡＤＣ）３１０は、Ｉベースバンド信号およ
びＱベースバンド信号をサンプリングレートｆadcにおいてデジタル化し、ＩadcおよびＱ

adcとして示されたＩサンプルおよびＱサンプルを与える。概して、ＡＤＣサンプリング
レートｆadcは、整数または非整数係数によるシンボルレートｆsymに関係し得る。
【００４５】
　復調器２３０ａ内では、プリプロセッサ３１５が、ＡＤＣ３１０からのＩサンプルおよ
びＱサンプルに対して前処理を実行する。たとえば、プリプロセッサ３１５は、直流電流
（ＤＣ）オフセットを除去すること、周波数オフセットを除去することなどを行い得る。
入力フィルタ３２０は、特定の周波数応答に基づいてプリプロセッサ３１５からのサンプ
ルをフィルタ処理し、ＩinおよびＱinとして示された入力Ｉサンプルおよび入力Ｑサンプ
ルを与える。入力フィルタ３２０は、ＩサンプルおよびＱサンプルをフィルタ処理して、
ＡＤＣ３１０によるサンプリングから生じたイメージならびにジャマーを抑制し得る。入
力フィルタ３２０はまた、サンプルレート変換を実行し得、たとえば、２４Ｘオーバーサ
ンプリングから下方に２Ｘオーバーサンプリングにサンプルレート変換し得る。データフ
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ィルタ３２５は、別の周波数応答に基づいて入力フィルタ３２０からの入力Ｉサンプルお
よび入力Ｑサンプルをフィルタ処理し、ＩoutおよびＱoutとして示された出力Ｉサンプル
および出力Ｑサンプルを与える。フィルタ３２０および３２５は、有限インパルス応答（
ＦＩＲ）フィルタ、無限インパルス応答（ＩＩＲ）フィルタ、または他のタイプのフィル
タを用いて実装され得る。フィルタ３２０および３２５の周波数応答は、良好なパフォー
マンスを達成するように選択され得る。１つの設計では、入力フィルタ３２０の周波数応
答は固定であり、データフィルタ３２５の周波数応答は設定可能である。
【００４６】
　隣接チャネル干渉（ＡＣＩ：adjacent channel interference）検出器３３０は、入力
フィルタ３２０からの入力Ｉサンプルおよび入力Ｑサンプルを受信し、受信されたＲＦ信
号中のＡＣＩを検出し、ＡＣＩインジケータをデータフィルタ３２５に供給する。ＡＣＩ
インジケータは、ＡＣＩが存在するか否かを示し得、もし存在する場合、ＡＣＩが、＋２
００ｋＨｚを中心とするより高いＲＦチャネルに起因するかおよび／または－２００ｋＨ
ｚを中心とするより低いＲＦチャネルに起因するかを示し得る。以下で説明するように、
データフィルタ３２５の周波数応答は、良好なパフォーマンスを達成するために、ＡＣＩ
インジケータに基づいて調整され得る。
【００４７】
　等化器／検出器３３５は、データフィルタ３２５からの出力Ｉサンプルおよび出力Ｑサ
ンプルを受信し、これらのサンプルに対して等化、マッチドフィルタ処理、検出、および
／または他の処理を実行する。たとえば、等化器／検出器３３５は、ＩサンプルおよびＱ
サンプルのシーケンスならびにチャネル推定値が与えられれば、送信された可能性が最も
高いシンボルのシーケンスを決定する最尤シーケンス推定器（ＭＬＳＥ：maximum likeli
hood sequence estimator）を実装し得る。
【００４８】
　コントローラ／プロセッサ２４０ｃは、受信機ユニット２２５ａおよび復調器２３０ａ
と通信し得、様々な電力節約目標を達成するために、本明細書中の構成要素のうちの１つ
または複数（たとえば、図３を参照しながら上記で説明した構成要素のいずれか）の動作
を制御し得る。コントローラ／プロセッサ２４０ｃは信号品質を測定またはモニタし得る
。コントローラ／プロセッサ２４０ｃは、信号品質メトリックが、ある時間期間の間にし
きい値品質レベルを超えたときを決定し得る（しきい値および時間期間は、異なる機能お
よび／または構成要素に対して異なり得る）。決定に応答して、しきい値および時間期間
に関連する信号処理機能を非アクティブ化し得る。
【００４９】
　グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーション（ＧＳＭ（登録商標））は、セ
ルラーワイヤレス通信の普及した規格である。ＧＳＭでは、スペクトルリソースを共有す
る目的で、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）と周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）との組合せを
採用する。ＧＳＭネットワークは、一般に、いくつかの周波数帯域中で動作する。たとえ
ば、アップリンク通信では、ＧＳＭ－９００は、通常、８９０～９１５ＭＨｚ帯域中の無
線スペクトルを使用する（移動局から送受信基地局）。ダウンリンク通信では、ＧＳＭ９
００は９３５～９６０ＭＨｚ帯域を使用する（基地局から移動局）。さらに、各周波数帯
域は２００ｋＨｚキャリア周波数に分割され、２００ｋＨｚで離間された１２４個のＲＦ
チャネルが与えられる。ＧＳＭ－１９００は、アップリンクでは１８５０～１９１０ＭＨ
ｚ帯域を使用し、ダウンリンクでは１９３０～１９９０ＭＨｚ帯域を使用する。ＧＳＭ９
００と同様に、ＦＤＭＡは、アップリンクとダウンリンクの両方のスペクトルを２００ｋ
Ｈｚ幅のキャリア周波数に分割する。同様に、ＧＳＭ－８５０は、アップリンクでは８２
４～８４９ＭＨｚ帯域を使用し、ダウンリンクでは８６９～８９４ＭＨｚ帯域を使用し、
ＧＳＭ－１８００は、アップリンクでは１７１０～１７８５ＭＨｚ帯域を使用し、ダウン
リンクでは１８０５～１８８０ＭＨｚ帯域を使用する。
【００５０】
　既存のＧＳＭシステムの一例が、３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈ
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ｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）規格設定団体によって公開された、「Technical Spec
ification 3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Group GSM/
EDGE Radio Access Network; Multiplexing and multiple access on the radio path (R
elease 4)」と題する技術仕様書３ＧＰＰ　ＴＳ　４５．００２　Ｖ４．８．０（２００
３－０６）に記載されている。この仕様書の態様が例として使用され得るが、本明細書で
説明する機能は、いくつかの異なる規格に適用され得る。
【００５１】
　ＧＳＭにおける各チャネルは、特定の絶対無線周波数チャネル（ＡＲＦＣＮ：absolute
 radio frequency channel）によって識別され得る。たとえば、ＡＲＦＣＮ１～１２４は
ＧＳＭ９００のチャネルに割り当てられ得、ＡＲＦＣＮ５１２～８１０はＧＳＭ１９００
のチャネルに割り当てられる。同様に、ＡＲＦＣＮ１２８～２５１はＧＳＭ８５０のチャ
ネルに割り当てられ得、ＡＲＦＣＮ５１２～８８５はＧＳＭ１８００のチャネルに割り当
てられる。また、各基地局には、１つまたは複数のキャリア周波数が割り当てられ得る。
各キャリア周波数は、８つの連続するタイムスロットが、４．６１５ｍｓの持続時間をも
つ１つのＴＤＭＡフレームを形成するように、ＴＤＭＡを使用して（タイムスロット０～
７とラベルをつけられた）８つのタイムスロットに分割され得る。物理チャネルは、ＴＤ
ＭＡフレーム内の１つのタイムスロットを占有する。各アクティブワイヤレスデバイス／
ユーザには、呼の持続時間の間、１つまたは複数のタイムスロットインデックスが割り当
てられ得る。各ワイヤレスデバイスのユーザ固有のデータは、そのワイヤレスデバイスに
割り当てられた（１つまたは複数の）タイムスロット中で、およびトラフィックチャネル
のために使用されるＴＤＭＡフレーム中で送られ得る。
【００５２】
　フレーム内の各タイムスロットは、ＧＳＭでは「バースト」と呼ばれることがある。各
バーストは、２つのテールフィールドと、２つのデータフィールドと、トレーニングシー
ケンス（またはミッドアンブル）フィールドと、ガード期間（ＧＰ：guard period）とを
含む。各フィールド中のシンボル数が丸括弧内に示されている。バーストは、テールフィ
ールドと、データフィールドと、ミッドアンブルフィールドとのために１４８個のシンボ
ルを含む。ガード期間中ではシンボルが送られない。特定のキャリア周波数のＴＤＭＡフ
レームは、番号付けされ、マルチフレームと呼ばれる２６個または５１個のＴＤＭＡフレ
ームのグループに形成される。
【００５３】
　図４に、ＧＳＭにおける例示的なフレームおよびバーストフォーマットを示す。送信の
ためのタイムラインはマルチフレームに分割される。ユーザ固有のデータを送るために使
用されるトラフィックチャネルの場合、この例における各マルチフレームは、ＴＤＭＡフ
レーム０～２５とラベルをつけられた２６個のＴＤＭＡフレームを含む。トラフィックチ
ャネルは、各マルチフレームのＴＤＭＡフレーム０～１１およびＴＤＭＡフレーム１３～
２４中で送られる。制御チャネルはＴＤＭＡフレーム１２中で送られる。アイドルＴＤＭ
Ａフレーム２５中ではデータが送られず、アイドルＴＤＭＡフレーム２５は、近隣基地局
に対する測定を行うためにワイヤレスデバイスによって使用される。
【００５４】
　図５に、ＧＳＭシステムにおける例示的なスペクトルを示す。この例では、２００ｋＨ
ｚだけ離間した５つのＲＦチャネル上で５つのＲＦ被変調信号が送信される。０Ｈｚの中
心周波数をもつ、注目するＲＦチャネルが示されている。その２つの隣接ＲＦチャネルは
、所望のＲＦチャネルの中心周波数から＋２００ｋＨｚおよび－２００ｋＨｚにある中心
周波数を有する。（ブロッカーまたは非隣接ＲＦチャネルと呼ばれる）次の２つの最も近
いＲＦチャネルは、所望のＲＦチャネルの中心周波数から＋４００ｋＨｚおよび－４００
ｋＨｚにある中心周波数を有する。簡単のために図５には示されていない他のＲＦチャネ
ルが、スペクトル中に存在し得る。ＧＳＭでは、ＲＦ被変調信号は、ｆsym＝１３０００
／４０＝２７０．８キロシンボル／秒（Ｋｓｐｓ）のシンボルレートで生成され、最高±
１３５ｋＨｚの－３ｄＢ帯域幅を有する。したがって、図５に示すように、隣接ＲＦチャ
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ネル上のＲＦ被変調信号はエッジにおいて互いに重複し得る。
【００５５】
　ＧＳＭでは、ボイス、データ、および／または制御情報などの情報を通信するために１
つまたは複数の変調方式が使用される。変調方式の例は、ＧＭＳＫ（ガウス最小偏移変調
）、Ｍ値ＱＡＭ（振幅位相変調）またはＭ値ＰＳＫ（位相偏移変調）を含み得、ただし、
Ｍ＝２nであり、ｎは、指定された変調方式のシンボル期間内で符号化されるビット数で
ある。ＧＭＳＫは、２７０．８３キロビット毎秒（Ｋｂｐｓ）の最大レートにおける未加
工伝送を可能にする定エンベロープバイナリ変調方式である。
【００５６】
　ＧＳＭは、標準ボイスサービスでは効率的である。しかしながら、ハイフィデリティオ
ーディオおよびデータサービスでは、ボイスサービスとデータサービスの両方を転送する
ための容量に対する需要の増加により、より高いデータスループットレートが望まれる。
容量を増加させるために、Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ
（ＧＰＲＳ）、ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）およびＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃ
ｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）規格がＧＳＭシステムに採用されており、
本発明の態様はこれらの規格にも適用され得る。
【００５７】
　Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＧＰＲＳ）は非ボイス
サービスである。ＧＰＲＳは、情報が携帯電話網上で送信および受信されることを可能に
する。ＧＰＲＳは、回路交換データ（ＣＳＤ：Circuit Switched Data）およびショート
メッセージサービス（ＳＭＳ）を補完する。ＧＰＲＳは、ＧＳＭと同じ変調方式を採用す
る。ＧＰＲＳは、フレーム全体（すべての８つのタイムスロット）が単一の移動局によっ
て同時に使用されることを可能にする。したがって、より高いデータスループットレート
が達成可能である。
【００５８】
　ＥＤＧＥ規格は、ＧＭＳＫ変調と８ＰＳＫ変調の両方を使用する。また、変調タイプは
バーストごとに変更され得る。ＥＤＧＥにおける８ＰＳＫ変調は、３π／８回転をもつ線
形８値位相変調であり、ＧＭＳＫは、非線形ガウスパルス整形周波数変調である。ただし
、ＧＳＭにおいて使用される特定のＧＭＳＫ変調は、線形変調（すなわち、π／２回転を
もつ２値位相変調）を用いて近似され得る。近似されたＧＳＭＫのシンボルパルスと８Ｐ
ＳＫのシンボルパルスとは同じである。
【００５９】
　ＧＳＭ／ＥＤＧＥでは、ワイヤレス通信デバイスが、周波数オフセット推定および補正
を使用してそれらのワイヤレス通信デバイスの局部発振器（ＬＯ）を基地局ＬＯに同期さ
せることを可能にするために、基地局によって周波数バーストが定期的に送られる。これ
らのバーストは、すべての「０」ペイロードおよびトレーニングシーケンスに対応するシ
ングルトーンであり得る。周波数バーストのすべてのゼロペイロードは、一定周波数信号
、またはシングルトーンバーストである。電力モードにあるとき、リモート端末は、キャ
リアのリストから周波数バーストを連続的に捜索する。周波数バーストを検出すると、ワ
イヤレス通信デバイスは、キャリアから６７．７ｋＨｚにある、それの公称周波数に対す
る周波数オフセットを推定する。ワイヤレス通信デバイスＬＯは、この推定された周波数
オフセットを使用して補正される。電源投入モードでは、周波数オフセットは＋／－１９
ｋＨｚ程度であり得る。ＭＳは、待機モードにおいてそれの同期を維持するために、周期
的に起動して周波数バーストをモニタする。待機モードでは、周波数オフセットは±２ｋ
Ｈｚ内である。
【００６０】
　図６に、（電力増幅器６１０を含む）送信回路６０５と、受信回路６１５と、電力コン
トローラ６２０と、復号プロセッサ６２５と、信号処理において使用する処理ユニット６
３０と、メモリ６３５とを含む、ワイヤレス通信デバイス１１５ｂの一例を示す。送信回
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路６０５および受信回路６１５は、ワイヤレス通信デバイス１１５ｂとリモートロケーシ
ョンとの間の、オーディオ通信などのデータの送信および受信を可能にし得る。送信回路
６０５および受信回路６１５はアンテナ６４５に結合され得る。
【００６１】
　処理ユニット６３０は、ワイヤレス通信デバイス１１５ｂの動作を制御する。処理ユニ
ット６３０はＣＰＵと呼ばれることもある。処理ユニット６３０は、受信ワイヤレス信号
に関連する信号品質メトリックをモニタし得る。処理ユニット６３０は、信号品質メトリ
ックが、規定の時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたかどうかを決定し得る。処理
ユニット６３０は、しきい値および時間期間に適用可能な信号処理機能を非アクティブ化
（または再アクティブ化）するために電力コントローラ６２０と通信し得る。
【００６２】
　読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含み得るメ
モリ６３５は、命令およびデータを処理ユニット６３０に供給する。メモリ６３５の一部
は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含み得る。
【００６３】
　ワイヤレス通信デバイス１１５ｂの様々な構成要素は、データバスに加えて、電力バス
、制御信号バス、およびステータス信号バスを含み得るバスシステム６５０によって互い
に結合される。明快のために、図６では様々なバスをバスシステム６５０として示してあ
る。
【００６４】
　説明する方法のステップはまた、基地局中のメモリ中にあるソフトウェアまたはファー
ムウェアの形態の命令として記憶され得る。これらの命令は基地局の制御ユニットによっ
て実行され得る。代替的に、または連携して、説明する方法のステップは、ワイヤレス通
信デバイス１１５ｂ中のメモリ６３５中にあるソフトウェアまたはファームウェア６４０
の形態の命令として記憶され得る。これらの命令は、図６中のワイヤレス通信デバイス１
１５ｂの処理ユニット６３０によって実行され得る。
【００６５】
　図７に、たとえば、ワイヤレス通信デバイス１１５において実装され得る、送信機構造
および／またはプロセスの一例を示す。図７に示す機能および構成要素は、ソフトウェア
、ハードウェア、またはソフトウェアとハードウェアとの組合せによって実装され得る。
【００６６】
　図７において、データソース７０５が、データｄ（ｔ）または７０６をＦＱＩ／エンコ
ーダ７１０に供給する。ＦＱＩ／エンコーダ７１０は、データｄ（ｔ）７０６に巡回冗長
検査（ＣＲＣ：cyclic redundancy check）などのフレーム品質インジケータ（ＦＱＩ：f
rame quality indicator）を付加し得る。ＦＱＩ／エンコーダ７１０はさらに、１つまた
は複数のコーディング方式を使用してデータおよびＦＱＩを符号化して、符号化シンボル
７１１を与え得る。各コーディング方式は、１つまたは複数のタイプのコーディング、た
とえば、畳み込みコーディング、ターボコーディング、ブロックコーディング、反復コー
ディング、他のタイプのコーディングを含むか、またはまったくコーディングを含まない
ことがある。他のコーディング方式は、自動再送要求（ＡＲＱ）、ハイブリッドＡＲＱ（
Ｈ－ＡＲＱ）、およびインクリメンタルリダンダンシ再送技法を含み得る。異なるタイプ
のデータが異なるコーディング方式を用いて符号化され得る。
【００６７】
　インターリーバ７１５は、フェージングをなくすために時間的に符号化データシンボル
７１１をインターリーブし、シンボル７１６を生成する。信号７１６のインターリーブさ
れたシンボルは、フレームフォーマットブロック７２０によって、あらかじめ定義された
フレームフォーマットにマッピングされ、フレーム７２１が生成される。一例では、フレ
ームフォーマットは、フレームを、複数のサブセグメントから構成されるものとして指定
し得る。サブセグメントは、所与の次元、たとえば、時間、周波数、コード、または任意
の他の次元に沿った、フレームの連続する部分であり得る。フレームは、固定の複数のそ
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のようなサブセグメントから構成され得、各サブセグメントは、フレームに割り振られる
シンボルの総数の一部分を含んでいる。一例では、インターリーブされたシンボル７１６
は、フレーム７２１を構成する複数Ｓ個のサブセグメントにセグメント化される。
【００６８】
　フレームフォーマットはさらに、インターリーブされたシンボル７１６とともに、たと
えば、制御シンボル（図示せず）を含むことを指定し得る。そのような制御シンボルは、
たとえば、電力制御シンボル、フレームフォーマット情報シンボルなどを含み得る。
【００６９】
　変調器７２５は、フレーム７２１を変調して被変調データ７２６を生成する。変調技法
の例には、２位相偏移変調（ＢＰＳＫ）および４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）がある。変調
器７２５はまた、被変調データのシーケンスを反復し得る。
【００７０】
　ベースバンド対無線周波数（ＲＦ）変換ブロック７３０は、被変調信号７２６をＲＦ信
号に変換して、アンテナ７３５を介して信号７３６としてワイヤレス通信リンク上で１つ
または複数のノードＢ局受信機に送信し得る。
【００７１】
　図８Ａを参照すると、モバイルデバイスにおいて電力を制御するためのいくつかの構成
要素のシステム８００Ａの一例を示すブロック図が示されている。このシステム８００Ａ
は、図１のシステム１００によって、あるいは、より詳細には、図１、図２、または図６
のモバイルデバイス１１５において実装され得る。このシステム８００Ａは、図２または
図３のコントローラ／プロセッサ２４０、あるいは図６の処理ユニット６３０において実
装され得る。ただし、これらのモジュールの機能の一部または全部は、他のデバイスまた
はデバイスのセットにおいて実装され得る。
【００７２】
　システム８００Ａは、受信機モジュール８０５と、測定モジュール８１０と、非アクテ
ィブ化／再アクティブ化制御モジュール８１５とを含み、各モジュールは互いに通信し得
る。これらのモジュールは、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可能な機能の
一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）を用いて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理
ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の実
施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る、他のタイプの
集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各
ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途
向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた
命令を用いて実装され得る。
【００７３】
　受信機モジュール８０５はワイヤレス信号を受信し得、測定モジュール８１０は、受信
されたワイヤレス信号の信号品質メトリックを測定し得る。非アクティブ化／再アクティ
ブ化制御モジュール８１５は、測定された信号品質をモニタし、信号品質メトリックが、
ある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたときを決定し、決定に応答してベースバ
ンド信号処理機能のサブセットを非アクティブ化し得る。
【００７４】
　非アクティブ化／再アクティブ化制御モジュール８１５は、モバイルデバイスがアイド
ルモードに遷移したとき、時間期間のためにタイマーを開始し得るが、いくつかの例では
、システムは接続モードおよびアイドルモードで動作する。例として、モバイルデバイス
がアイドルモードまたは接続モードにあるとき、異なるしきい値品質レベルが存在し得る
。モバイルデバイスがアイドルモードまたは接続モードにあるとき、異なる適用可能な時
間期間が存在し得る。他の例では、動作は各モードにおいて同じであり得る。非アクティ
ブ化／再アクティブ化制御モジュール８１５はまた、信号品質メトリックが、再アクティ



(23) JP 5437532 B2 2014.3.12

10

20

30

40

50

ブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質レベルを下回ったと決定することと、決
定に応答して信号処理機能のサブセットを再アクティブ化することとを行うように構成さ
れ得る。しきい値品質レベルおよび再アクティブ化しきい値品質レベルは、異なるタイプ
の制御された信号処理機能の一部または全部に対して、異なるレベルであり得る。また、
モバイルデバイスがアイドルモードまたは接続モードにあるとき、異なる再アクティブ化
しきい値品質レベルまたは時間期間が存在し得る。他の例では、信号ロックの要件は、決
定に応答して低減され得、または、信号処理機能のアクティブ化は、決定に応答して遅延
され得る。
【００７５】
　図８Ｂを参照すると、モバイルデバイスにおいて電力を制御するためのシステム８００
Ｂの一例を示すブロック図が示されている。このプロセッサは、図１のシステム１００に
よって、あるいは、より詳細には、図１、図２、または図６のモバイルデバイス１１５に
おいて実装され得る。このシステム８００は、図２または図３のコントローラ／プロセッ
サ２４０、あるいは図６の処理ユニット６３０において実装され得る。ただし、これらの
モジュールの機能の一部または全部は、他のデバイスまたはデバイスのセットにおいて実
装され得る。
【００７６】
　システム８００Ｂは、モニタモジュール８５５と、しきい値制御モジュール８６０と、
信号処理制御モジュール８６５とを含み、各モジュールは互いに通信し得る。これらのモ
ジュールは、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可能な機能の一部または全部
を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用い
て実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（また
はコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の実施形態では、当
技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（たと
えば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲート
アレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能
はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサ
によって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて実
装され得る。システム８００Ｂは、一例では、図８Ａにおいて取り上げた非アクティブ化
／再アクティブ化制御モジュール８１５であり得る。
【００７７】
　モニタモジュール８５５は、受信ワイヤレス信号の信号品質メトリックをモニタし得る
。しきい値制御モジュール８６０は、信号品質メトリックが、ある時間期間の間にしきい
値品質レベルを超えたときを決定し得る。信号処理制御モジュール８６５は、決定に応答
して信号処理機能のサブセットを非アクティブ化し得る。
【００７８】
　モバイルデバイスがアイドルモードまたは接続モードで動作しているとき、異なるしき
い値品質レベルおよび時間期間が存在し得、これらのレベルはしきい値制御モジュール８
６０によって設定され得る。たとえば、アイドルモードにあるとき、パフォーマンスは、
接続モードにあるときほど重要でなくなり得、したがって、デバイスがアイドルモードに
遷移したすぐ後に信号品質に応じていくつかの高度ベースバンド信号処理機能が非アクテ
ィブ化され得る。したがって、一例では、しきい値制御モジュール８６０は、アイドルモ
ードおよび接続モードに対して異なるしきい値を設定し得る。
【００７９】
　また、高度ベースバンド信号処理機能の再アクティブ化のために設定された異なるしき
い値レベル（および時間期間）が存在し得る。したがって、その機能は、アイドルモード
において信号品質が良好であるときは非アクティブ化され得るが、信号が劣化しおよび／
またはシステムが接続モードに遷移したとき、その機能は再アクティブ化され得る。した
がって、しきい値制御モジュール８６０は、いくつかの機能に対して（アイドルモードで
は接続モードとは異なり得る）再アクティブ化しきい値および時間期間を設定し得る。
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【００８０】
　図９を参照すると、モバイルデバイスにおいて電力を制御するための例示的なコントロ
ーラ／プロセッサ２４０ｄを示すブロック図９００が示されている。このコントローラ／
プロセッサ２４０ｄは、図１のシステム１００によって、あるいは、より詳細には、図１
、図２、または図６のモバイルデバイス１１５において実装され得る。このコントローラ
／プロセッサ２４０ｄは、図２または図３のコントローラ／プロセッサ２４０、あるいは
図６の処理ユニット６３０であり得る。このコントローラ／プロセッサ２４０ｄはまた、
図８Ａまたは図８Ｂのシステム８００Ａ、８００Ｂを表し得る。ただし、これらのモジュ
ールの機能の一部または全部は、他のデバイスまたはデバイスのセットにおいて実装され
得る。
【００８１】
　コントローラ／プロセッサ２４０ｄは、測定モジュール９０５と、しきい値制御モジュ
ール８６０ａと、信号処理制御モジュール８６５ａとを含む。しきい値制御モジュール８
６０ａは、アイドルモードしきい値設定９１０モジュールと、接続モードしきい値設定９
２０モジュールと、しきい値適用モジュール９１５とを含む。
【００８２】
　測定モジュール９０５は、信号対雑音比、ビット誤り率、受信電力レベル、（たとえば
、ＰＣＨブロック上で計算された）再符号化ビット誤り率、または任意の他の通信リンク
品質インジケータを測定し得る。アイドルモードしきい値設定９１０モジュールは、アイ
ドルモード中のデバイスの電力消費量を制御するために様々な信号品質しきい値を設定し
得る。アイドルモードしきい値設定９１０モジュールはまた、各アイドルモードしきい値
に関連付けられるべき時間期間を設定し得る。アイドルモードしきい値設定９１０モジュ
ールは、異なるタイプの高度信号処理（たとえば、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル
干渉補正、ドップラーシフト補正、周波数誤差補正、または位相誤差補正）に対して異な
るしきい値品質レベルおよび時間期間を設定し得る。アイドルモードしきい値設定９１０
モジュールはまた、様々な信号処理機能に関連付けられるべき再アクティブ化しきい値お
よび時間期間を設定し得る。接続モードしきい値設定９２０モジュールは、接続モード中
のデバイスの電力消費量を制御するために様々な信号品質しきい値を設定し得る。接続モ
ードしきい値設定９２０モジュールはまた、そのような各しきい値に関連付けられるべき
時間期間を設定し得る。接続モードしきい値設定９２０モジュールは、異なるタイプの高
度信号処理に対して異なるしきい値品質レベルおよび時間期間を設定し得る。接続モード
しきい値設定９２０モジュールはまた、様々な信号処理機能に関連付けられるべき再アク
ティブ化しきい値および時間期間を設定し得る。
【００８３】
　しきい値適用モジュール９１５は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるか接続モ
ードにあるかを決定し得る。しきい値適用モジュール９１５は測定モジュール９０５から
信号品質測定値を受信し得る。しきい値適用モジュール９１５は、モバイルデバイスがア
イドルモードで動作しているか接続モードで動作しているかに応じて、受信された信号品
質測定値を、適用可能なしきい値に適用し得る。しきい値適用モジュール９１５は、信号
品質メトリックが、所与の時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたと決定したとき、
しきい値適用モジュール９１５は信号処理制御モジュール８６５ａに通知し得、信号処理
制御モジュール８６５ａは、決定に応答して、適用可能な信号処理機能を非アクティブ化
し得る。しきい値適用モジュール９１５は、信号品質メトリックが、所与の時間期間の間
にしきい値品質レベルを下回ったと決定したとき、しきい値適用モジュール９１５は信号
処理制御モジュール８６５ａに通知し得、信号処理制御モジュール８６５ａは、決定に応
答して、適用可能な信号処理機能を再アクティブ化し得る。
【００８４】
　図１０を参照すると、モバイルデバイス中の例示的な一連の構成要素を示すブロック図
１０００が示されている。本発明の態様をより明らかに示すために、そのようなデバイス
中に存在し得る他の構成要素は除外されている。その上、いくつかの構成要素は異なる処



(25) JP 5437532 B2 2014.3.12

10

20

30

40

50

理順序で配置され得、したがって、図１０００は単に例示のためにすぎない。これらの一
連の構成要素は、図１のシステム１００において、あるいは、より詳細には、図１、図２
、または図６のモバイルデバイス１１５において実装され得る。コントローラ２４０ｅは
、図２、図３、または図９のコントローラ／プロセッサ２４０、あるいは図６の処理ユニ
ット６３０であり得る。このコントローラ２４０ｅはまた、図８Ａまたは図８Ｂのシステ
ム８００Ａ、８００Ｂを表し得る。ただし、これらの機能の一部または全部は、他のデバ
イスまたはデバイスのセットにおいて実装され得る。
【００８５】
　コントローラ２４０ｅは、受信ワイヤレス信号の信号品質メトリックをモニタし得る。
コントローラ２４０ｅは、信号品質メトリックが、ある時間期間の間にしきい値品質を超
えたかどうかを決定し得る。異なる構成要素（または構成要素の態様）に対して異なるし
きい値品質および時間期間が存在し得る。決定に応答して、適用可能な信号処理機能を非
アクティブ化し得る。
【００８６】
　本システムは、低雑音増幅器（ＬＮＡ：low noise amplifier）１００５と、ＲＦミキ
サ１０１０と、ＰＬＬ１０１５と、隣接チャネル干渉消去（ＡＣＩ）１０２０と、（１つ
または複数の）フィルタ１０２５と、アナログデジタル変換器（ＡＤＣ）１０３０と、シ
ンボル同期１０３５と、周波数補正１０４０と、位相補正１０４５と、ＦＦＴ１０５０と
、等化器１０５５と、干渉消去１０６０と、デインターリーバ１０６５と、デコーダ１０
７０とを含み得る。これらの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用
可能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて実装され得る。代替的に、それらの機能は、１つまたは複
数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され
得る。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る、
他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用
され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用ま
たは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に
組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【００８７】
　一例では、無線周波信号がアンテナ（図示せず）を介して受信される。所望の信号が、
ＬＮＡ１００５によって増幅され、ＲＦミキサ１０１０を通して（ＰＬＬ１０１５からの
信号を使用して）ダウンコンバートされる。ＲＦミキサ１０１０の出力は、アナログベー
スバンド（または元の無線周波数よりもはるかに低い周波数にある通過帯域）信号であり
、その信号は、ＡＣＩ１０２０および（１つまたは複数の）フィルタ１０２５によって処
理され得る。信号は、ＡＤＣ１０３０によってデジタル信号に変換され得る。信号品質が
しきい値よりも上に改善したとき、コントローラ２４０ｅは、ＬＮＡ１００５、ＡＣＩ１
０２０、あるいは（１つまたは複数の）フィルタ１０２５の１つまたは複数の態様を非ア
クティブ化し得る。ＬＮＡ１００５、ＡＣＩ１０２０、および（１つまたは複数の）フィ
ルタ１０２５の各々に対して異なるしきい値が存在し得、アイドルモードまたは接続モー
ドにおける所与の構成要素に対して異なるしきい値が存在し得る。
【００８８】
　シンボル同期１０３５は、デジタル化された信号をいくつかのシンボルにグループ化し
得、シンボル境界は適切に識別され、ガード期間（一般的にはサイクリックプレフィック
ス）は除去される。周波数補正１０４０および位相補正１０４５は、周波数および／また
は位相誤差を補正し得る。ＦＦＴが実行される前および／または実行された後に、シンボ
ルタイミング、周波数、および位相誤差が推定され、補正され得る。とにかく、信号はＦ
ＦＴ１０５０に供給され、ＦＦＴ１０５０において信号は周波数領域に変換される。次い
で、信号は等化器１０５５によって処理され得る。一例では、したがって、等化器１０５
５は信号を周波数領域において処理する。次いで、等化された信号は、干渉消去１０６０
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によって処理され得、この信号は、それぞれデインターリーバ１０６５およびデコーダ１
０７０によってデインターリーブおよび復号され得る。信号品質がしきい値よりも上に改
善したとき、コントローラ２４０ｅは、周波数補正１０４０、位相補正１０４５、または
等化器１０５５の１つまたは複数の態様を非アクティブ化し得る。周波数補正１０４０、
位相補正１０４５、および等化器１０５５の各々に対して異なるしきい値が存在し得、ア
イドルモードまたは接続モードにおける所与の構成要素に対して異なるしきい値が存在し
得る。
【００８９】
　測定された信号品質が改善したとき、コントローラが行い得る追加のアクションがある
（各々は異なるしきい値レベルおよび／または時間期間を有し得る）。たとえば、信号品
質が改善または劣化したとき、コントローラ２４０ｅは、ＰＬＬ１０１５または他の構成
要素のためのトレーニングタイムを動的に調整し得る。別の例では、信号品質が改善した
とき、信号ロックを取得するための要件をあまり厳しくなくし得る。本明細書で説明する
「非アクティブ化」は、一時的停止、電源切断、遮断、またはより低い電力モードであり
得る。「再アクティブ化」は、一時的アクティブ化、あるいは、たとえば、オフモードま
たは低電力モードからの電源投入であり得る。
【００９０】
　図１１に、モバイルデバイスにおける電力消費量を制御するための方法１１００を示す
。この方法１１００は、図１のシステム１００において、あるいは、より詳細には、図１
、図２、または図６のモバイルデバイス１１５によって実行され得る。この方法１０００
はまた、図２、図３または図９のコントローラ／プロセッサ２４０、あるいは図６の処理
ユニット６３０によって実行され得る。この方法１１００はまた、図８Ａまたは図８Ｂの
システム８００Ａ、８００Ｂによって実行され得る。ただし、これらの機能の一部または
全部は、他のデバイスまたはデバイスのセットにおいて実装され得る。
【００９１】
　ステージ１１０５において、受信ワイヤレス信号の信号品質メトリックをモニタする。
ステージ１１１０において、信号品質メトリックが、ある時間期間の間にしきい値品質レ
ベルを超えたかどうかの決定を行う。ステージ１１１５において、決定に応答して信号処
理機能のサブセットを非アクティブ化する。
【００９２】
　図１２Ａに、モバイルデバイスにおける電力消費量を制御するための方法１２００Ａを
示す。この方法１２００Ａは、図１のシステム１００において、あるいは、より詳細には
、図１、図２、または図６のモバイルデバイス１１５によって実行され得る。この方法１
２００Ａはまた、図２、図３または図９のコントローラ／プロセッサ２４０、あるいは図
６の処理ユニット６３０によって実行され得る。この方法１２００Ａはまた、図８Ａまた
は図８Ｂのシステム８００Ａ、８００Ｂによって実行され得る。ただし、これらの機能の
一部または全部は、他のデバイスまたはデバイスのセットにおいて実装され得る。
【００９３】
　ステージ１２０５において、受信ワイヤレス信号の信号品質メトリックをモニタする。
ステージ１２１０において、アイドルモードおよび接続モードに対して異なるしきい値お
よび時間期間を設定する。ステージ１２１５において、信号品質メトリックが、ある時間
期間の間に関係するしきい値品質レベルを超えたかどうかの第１の決定を行う。ステージ
１２２０において、第１の決定に応答して信号処理機能のサブセットを非アクティブ化す
る。ステージ１２２５において、信号品質メトリックが、ある時間期間の間に関係する再
アクティブ化しきい値品質レベルを下回ったかどうかの第２の決定を行う。ステージ１２
３０において、第２の決定に応答して信号処理機能のサブセットを再アクティブ化する。
【００９４】
　図１２Ｂに、モバイルデバイスにおける電力消費量を制御するための方法１２００Ｂを
示す。この方法１２００Ｂは、図１のシステム１００において、あるいは、より詳細には
、図１、図２、または図６のモバイルデバイス１１５によって実行され得る。この方法１
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２００Ｂはまた、図２、図３または図９のコントローラ／プロセッサ２４０、あるいは図
６の処理ユニット６３０によって実行され得る。この方法１２００Ｂはまた、図８Ａまた
は図８Ｂのシステム８００Ａ、８００Ｂによって実行され得る。ただし、これらの機能の
一部または全部は、他のデバイスまたはデバイスのセットにおいて実装され得る。
【００９５】
　ステージ１２５５において、受信ワイヤレス信号の信号品質メトリックをモニタする。
ステージ１２６０において、受信デバイスがアイドルモードにあるか接続モードにあるか
の決定を行う。
【００９６】
　デバイスがアイドルモードにある場合、以下が行われ得る。ステージ１２６５ａにおい
て、異なるタイプの信号処理機能に対して、アイドルモード用の異なる非アクティブ化し
きい値および非アクティブ化時間期間を設定する。ステージ１２７０ａにおいて、異なる
タイプの信号処理機能に対して、アイドルモード用の異なる再アクティブ化しきい値およ
び再アクティブ化時間期間を設定する。ステージ１２７５ａにおいて、非アクティブ化し
きい値および再アクティブ化しきい値に関係する信号品質をモニタする。ステージ１２８
０ａにおいて、モニタに従って信号処理機能を制御する（たとえば、非アクティブ化また
は再アクティブ化する）。
【００９７】
　デバイスが接続モードにある場合、以下が行われ得る。ステージ１２６５ｂにおいて、
異なるタイプの信号処理機能に対して、接続モード用の異なる非アクティブ化しきい値お
よび非アクティブ化時間期間を設定する。ステージ１２７０ｂにおいて、異なるタイプの
信号処理機能に対して、接続モード用の異なる再アクティブ化しきい値および再アクティ
ブ化時間期間を設定する。ステージ１２７５ｂにおいて、非アクティブ化しきい値および
再アクティブ化しきい値をモニタする。ステージ１２８０ｂにおいて、モニタに従って信
号処理機能を制御する。
【００９８】
　本明細書に記載の技法は、直交多重化方式に基づく通信システムを含む様々な通信シス
テムに使用され得る。そのような通信システムの例には、直交周波数分割多元接続（ＯＦ
ＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システムな
どがある。ＯＦＤＭＡシステムは、全システム帯域幅を複数の直交サブキャリアに区分す
る変調技法である、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を利用する。これらのサブキャリア
は、トーン、ビンなどと呼ばれることもある。ＯＦＤＭでは、各サブキャリアはデータで
独立して変調され得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、システム帯域幅にわたって分散され
たサブキャリア上で送信するためのインターリーブされたＦＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）、隣接
するサブキャリアのブロック上で送信するための局所ＦＤＭＡ（ＬＦＤＭＡ）、または隣
接するサブキャリアの複数のブロック上で送信するための拡張ＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を
利用し得る。一般に、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭＡでは
時間領域で送られる。
【００９９】
　上記の説明では、様々な用語とともに参照番号を時々使用した。用語が参照番号ととも
に使用されている場合、これは、図のうちの１つまたは複数に示された特定の要素を指す
ものとする。用語が参照番号なしに使用されている場合、これは、概して特定の図に限定
されない用語を指すものとする。
【０１００】
　「決定」という用語は、多種多様なアクションを包含し、したがって、「決定」は、計
算、算出、処理、導出、調査、探索（たとえば、テーブル、データベースまたは別のデー
タ構造での探索）、確認などを含むことができる。また、「決定」は、受信（たとえば、
情報を受信すること）、アクセス（たとえば、メモリ中のデータにアクセスすること）な
どを含むことができる。また、「決定」は、解決、選択、選定、確立などを含むことがで
きる。
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【０１０１】
　「に基づいて」という句は、別段に明記されていない限り、「のみに基づいて」を意味
しない。言い換えれば、「に基づいて」という句は、「のみに基づいて」と「に少なくと
も基づいて」の両方を表す。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合
、項目の列挙中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣ」の列挙は、
ＡまたはＢまたはＣ、またはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、Ａおよ
びＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【０１０２】
　「プロセッサ」という用語は、汎用プロセッサ、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイク
ロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、状態機械などを包含するものと広く解釈されたい。いくつかの状況下では、「プロセ
ッサ」は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）などを指すことがある。「プロセ
ッサ」という用語は、処理デバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサと
の組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロ
プロセッサ、あるいは他のそのような構成を指すことがある。
【０１０３】
　「メモリ」という用語は、電子情報を記憶することが可能な任意の電子構成要素を包含
するものと広く解釈されたい。メモリという用語は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
、読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）、プロ
グラマブル読取り専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（
ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリ、磁気また
は光学データストレージ、レジスタなど、様々なタイプのプロセッサ可読媒体を指すこと
がある。プロセッサがメモリから情報を読み取り、および／または情報をメモリに書き込
むことができる場合、メモリはプロセッサと電子通信していると言われる。プロセッサに
一体化されたメモリは、プロセッサと電子通信している。
【０１０４】
　「命令」および「コード」という用語は、任意のタイプの（１つまたは複数の）コンピ
ュータ可読ステートメントを含むものと広く解釈されたい。たとえば、「命令」および「
コード」という用語は、１つまたは複数のプログラム、ルーチン、サブルーチン、関数、
プロシージャなどを指すことがある。「命令」および「コード」は、単一のコンピュータ
可読ステートメントまたは多くのコンピュータ可読ステートメントを備え得る。
【０１０５】
　本明細書で説明する機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそ
れらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装した場合、機能は１つまたは複
数の命令としてコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。「コンピュータ可読媒体」とい
う用語は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体を指す。限定で
はなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレ
ージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを担持ま
たは記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒体
を備え得る。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパク
トディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル
多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢ
ｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データ
を磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。
【０１０６】
　ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信され得る。たとえば、ソフトウ
ェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳ
Ｌ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブ
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サイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファ
イバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワ
イヤレス技術は、送信媒体の定義に含まれる。
【０１０７】
　本明細書で開示する方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数のステップ
またはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、特許請求の
範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。すなわち、本明細書で説明する方法の適
切な動作のためにステップまたはアクションの特定の順序が必要とされない限り、特定の
ステップおよび／またはアクションの順序および／または使用は、特許請求の範囲を逸脱
することなく修正され得る。
【０１０８】
　さらに、本明細書で説明する方法および技法を実行するためのモジュールおよび／また
は他の適切な手段は、デバイスによってダウンロードおよび／または他の方法で取得され
得ることを諒解されたい。たとえば、デバイスは、本明細書で説明する方法を実行するた
めの手段の転送を可能にするために、サーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明
する様々な方法は、記憶手段をデバイスに結合するかまたは与えるときにデバイスが様々
な方法を獲得し得るように、記憶手段（たとえば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、
読取り専用メモリ（ＲＯＭ）、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）またはフロッピーデ
ィスク（disk）などの物理的記憶媒体など）によって提供され得る。さらに、本明細書で
説明する方法および技法をデバイスに与えるための任意の他の適切な技法を利用すること
ができる。
【０１０９】
　１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装される。ソフトウェアで実装し
た場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記
憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒
体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体
を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他
の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス
、あるいは命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを担持または記憶する
ために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備えること
ができる。さらに、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回
線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波
などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）
およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（di
sc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーデ
ィスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通
常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する
。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである。
【０１１０】
　特許請求の範囲は、上記に示した正確な構成および構成要素に限定されないことを理解
されたい。特許請求の範囲を逸脱することなく、本明細書で説明したシステム、方法、お
よび装置の構成、動作および詳細において、様々な改変、変更および変形を行い得る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
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　受信ワイヤレス信号に関連する信号品質メトリックをモニタすることと、
　前記信号品質メトリックがある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたと決定する
ことと、
　前記決定に応答して信号処理機能のサブセットを非アクティブ化することと
を備える、信号処理のための方法。
　　［Ｃ２］
　モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、前記時間期間の間にタイマーを開
始することをさらに備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記モバイルデバイスが接続モードに遷移したとき、前記時間期間の間にタイマーを一
時停止することをさらに備える、
［Ｃ２］に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記しきい値品質レベルは、
　モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルと、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１のしきい値品質レベルより
も高品質の第２のしきい値品質レベルと
を備える、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記時間期間は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の時間期間と、
前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の時間期間よりも長い第２の
時間期間とを備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記しきい値品質レベルおよび前記時間期間は、
　モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルおよび第１
の時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１のしきい値品質レベルおよ
び前記第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記信号品質メトリックが再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質
レベルを下回ったときを決定することと、前記決定に応答して信号処理機能の前記サブセ
ットを再アクティブ化することと
をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記しきい値品質レベルと前記再アクティブ化しきい値品質レベルとが異なるレベルを
備える、
［Ｃ７］に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記再アクティブ化しきい値品質レベルおよび前記再アクティブ化時間期間は、
　モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の再アクティブ化しきい値品質レ
ベルおよび第１の再アクティブ化時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の再アクティブ化しきい値
品質レベルおよび前記第１の再アクティブ化時間期間とは異なる、第２の再アクティブ化
しきい値品質レベルおよび第２の再アクティブ化時間期間と
を備える、［Ｃ７］に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　信号処理の前記サブセットは、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップ
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ラーシフト補正、周波数誤差補正、または位相誤差補正を備える信号処理機能を含む、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記しきい値品質レベルおよび前記時間期間は、
　第１のタイプの信号処理機能のための第１のしきい値品質レベルおよび第１の時間期間
と、
　第２のタイプの信号処理機能のための、前記第１のしきい値品質レベルおよび前記第１
の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記決定に応答して信号ロックの要件を低減することをさらに備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記決定に応答して信号処理機能のアクティブ化を遅延させることをさらに備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記信号品質メトリックは、平均信号品質メトリックを備える、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　受信ワイヤレス信号に関連する信号品質メトリックをモニタするための手段と、
　前記信号品質メトリックが、ある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたと決定す
るための手段と、
　前記決定に応答して信号処理機能のサブセットを非アクティブ化するための手段と
を備える、信号処理のためのデバイス。
　　［Ｃ１６］
　モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、前記時間期間の間にタイマーを開
始するための手段をさらに備える、
［Ｃ１５］に記載のデバイス。
　　［Ｃ１７］
　前記信号品質メトリックが再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質
レベルを下回ったときを決定するための手段と、前記決定に応答して信号処理機能の前記
サブセットを再アクティブ化するための手段とをさらに備える、
［Ｃ１５］に記載のデバイス。
　　［Ｃ１８］
　ワイヤレス信号を受信するように構成された受信機モジュールと、
　前記受信されたワイヤレス信号の信号品質メトリックを測定するように構成された測定
モジュールと、
　前記測定モジュールに通信可能に結合された非アクティブ化モジュールと
　を備え、前記非アクティブ化モジュールは、
　　前記測定された信号品質をモニタすることと、
　　前記信号品質メトリックがある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたときを決
定することと、
　　前記決定に応答してベースバンド信号処理機能のサブセットを非アクティブ化するこ
とと
を行うように構成される、信号処理のためのモバイルデバイス。
　　［Ｃ１９］
　前記非アクティブ化モジュールは、
　前記モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、前記時間期間の間に第１のタ
イマーを開始するようにさらに構成される、
［Ｃ１８］に記載のモバイルデバイス。
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　　［Ｃ２０］
　前記モバイルデバイスは、接続モードまたはアイドルモードで前記非アクティブ化モジ
ュール演算を実行する、
［Ｃ１８］に記載のモバイルデバイス。
　　［Ｃ２１］
　前記しきい値品質レベルは、前記モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１
のしきい値品質レベルと、前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の
しきい値品質レベルよりも高品質の第２のしきい値品質レベルとを備える、
［Ｃ１８］に記載のモバイルデバイス。
　　［Ｃ２２］
　前記時間期間は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の時間期間と、
前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の時間期間よりも長い第２の
時間期間とを備える、
［Ｃ１８］に記載のモバイルデバイス。
　　［Ｃ２３］
　前記測定モジュールに通信可能に結合された再アクティブ化モジュールをさらに備え、
　前記再アクティブ化モジュールは、
　前記信号品質メトリックが再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質
レベルを下回ったと決定することと、
　前記決定に応答して信号処理機能の前記サブセットを再アクティブ化することと
を行うように構成される、［Ｃ１８］に記載のモバイルデバイス。
　　［Ｃ２４］
　前記しきい値品質レベルと前記再アクティブ化しきい値品質レベルとが異なるレベルを
備える、
［Ｃ２３］に記載のモバイルデバイス。
　　［Ｃ２５］
　前記再アクティブ化しきい値品質レベルおよび前記再アクティブ化時間期間は、
　前記モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の再アクティブ化しきい値品
質レベルおよび第１の再アクティブ化時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の再アクティブ化しきい値
品質レベルおよび前記第１の再アクティブ化時間期間とは品質レベルまたは時間が異なる
、第２の再アクティブ化しきい値品質レベルおよび第２の再アクティブ化時間期間と
を備える、［Ｃ２３］に記載のモバイルデバイス。
　　［Ｃ２６］
　信号処理の前記サブセットは、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップ
ラーシフト補正、周波数誤差補正、位相誤差補正、またはそれらの任意の組合せを備える
信号処理機能を含む、
［Ｃ１８］に記載のモバイルデバイス。
　　［Ｃ２７］
　信号ロックの要件は、前記決定に応答して低減される、
［Ｃ１８］に記載のモバイルデバイス。
　　［Ｃ２８］
　信号処理機能のアクティブ化は、前記決定に応答して遅延される、
［Ｃ１８］に記載のモバイルデバイス。
　　［Ｃ２９］
　ワイヤレス信号に関連する信号品質メトリックをモニタすることをコンピュータに行わ
せるためのコードと、
　前記信号品質メトリックがある時間期間の間にしきい値品質レベルを超えたと決定する
ことをコンピュータに行わせるためのコードと、
　前記決定に応答して信号処理機能のサブセットを非アクティブ化することをコンピュー
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タに行わせるためのコードと
を備えるコンピュータ可読媒体を備える、
コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３０］
　前記コンピュータ可読媒体は、モバイルデバイスがアイドルモードに遷移したとき、前
記時間期間の間にタイマーを開始することをコンピュータに行わせるためのコードをさら
に備える、
［Ｃ２９］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３１］
　前記モバイルデバイスは、アイドルモードまたは接続モードで前記コードを実行する、
［Ｃ２９］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３２］
　前記しきい値品質レベルは、
　前記モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１のしきい値品質レベルおよび
第１の時間期間と、
　前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１のしきい値品質レベルおよ
び前記第１の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、
［Ｃ２９］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３３］
　前記時間期間は、モバイルデバイスがアイドルモードにあるときの第１の時間期間と、
前記モバイルデバイスが接続モードにあるときの、前記第１の時間期間よりも長い第２の
時間期間とを備える、
［Ｃ２９］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３４］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記信号品質メトリックが再アクティブ化時間期間の間に再アクティブ化しきい値品質
レベルを下回ったと決定することをコンピュータに行わせるためのコードと、
　前記決定に応答して信号処理機能の前記サブセットを再アクティブ化することをコンピ
ュータに行わせるためのコードと
をさらに備える、［Ｃ２９］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３５］
　前記しきい値品質レベルと前記再アクティブ化しきい値品質レベルとが異なるレベルを
備える、
［Ｃ３４］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３６］
　信号処理の前記サブセットは、干渉消去、等化、増幅、隣接チャネル干渉補正、ドップ
ラーシフト補正、周波数誤差補正、または位相誤差補正を備える信号処理機能を含む、
［Ｃ２９］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３７］
　前記しきい値品質レベルおよび前記時間期間は、
　第１のタイプの信号処理機能のための第１のしきい値品質レベルおよび第１の時間期間
と、
　第２のタイプの信号処理機能のための、前記第１のしきい値品質レベルおよび前記第１
の時間期間とは異なる、第２のしきい値品質レベルおよび第２の時間期間と
を備える、［Ｃ２９］に記載のコンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ３８］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記決定に応答して信号ロックの要件を低減することをコンピュータに行わせるための
コード、または
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　前記決定に応答して信号処理機能のアクティブ化を遅延させることをコンピュータに行
わせるためのコード
をさらに備える、［Ｃ２９］に記載のコンピュータプログラム製品。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２Ａ】

【図１２Ｂ】
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